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A旧銭腫(ゼニヤ)
写真館

(材木町) ... 
‘ .. 

上田丸子電鉄丸子線の終点としてにぎわっ た上回東

駅は、昭和44年に雌止されるまで上回の東の玄関口で

した。現在は駐車場になっている、上回東駅跡地の程

近くに、この洋館は建っています。

「東京新宿の松平写真館で写真の修行をしたわたし

の父が、昭和 4年"'5年頃に建てたそうです。ツガ材

の通し柱を用い、普通の民家2軒分くらいの費用をか

けて建設したもので、当時としては斬新な建物だった

〈再生紙を使用しています〉

ょうです。以来父は、昭和56年までこ こで写真館を営

んでいま した」と語るのは小林良夫さん(北天神町)。

写真の器材は最先端のものをそろえ、 2階のスタジ

オは20"'30人の集合写真を撮れる広さがありました。

f父がこのような建物を建てた理由はよくわかりま

せんが、修行をしていた松平写真館というのは、当時、

東京では一流の写真館で、慶応大学などにも出入りし

ていたそうです。おそらく数多くのモダンな建物を見

て、自分でも作ってやろうと思ったのでしょう」

ところで 『ゼニヤ』という庖の名前は、長門に住ん

でいた小林さんの祖先が、諏訪高島藩の城主に多額の

寄付をしてもらった屋号 『銭昼Jから付けたそうです。

三角形に張り出した、小さな飾り屋根を持つこの洋

館は 『写真館』という言葉がよく似合います。
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上
田
市
で
は
同
和
問
題
の
解
決
を
市
政
の
重

要
施
策
の

一
つ
と
し
て
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
定
の
成
果
を
み
て
い
る

も
の
の
、
新
た
に
解
決
す
る
必
要
性
の
あ
る
課

題
が
生
れ
出
て
い
る
現
状
も
見
逃
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
、
同
和
問
題
の

町
一
一
早
急
な
解
決
を
図
る
た
め
に
必
要
な
、
基
本
的

m
一
二
な
視
点
に
つ
い
て
、
市
民
の
芦
を
交
え
な
が
ら

一
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
全
市
的
に
各
地
で
自
治
会
同
和
問
題

伊
懇
談
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の

語
あ
る
自
治
会
で
は
、
同
和
問
題
研
修
会
の
取
り

闇
組
み
の
手
が
か
り
に
す
る
た
め
に
、
同
和
問
題

闘
の
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

.
果
が
集
計
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹

i
介
し
ま
す
。

住
民
意
識
調
査
か
-
り
学
ぶ

。

設
問
:
・

『
部
落
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
な

語
ど
の
人
権
問
題
、
そ
し
て
そ
の
学
習
の
あ
り
か

a

た
等
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

書
き
く
だ
さ
い
』
記
述
式
で
意
見
を
い
た
だ
い

た
も
の
で
す

(原
文
の
ま
ま
引
用
)
。

部
落
の
露
出
井
と
だ
れ
も
が
自
由
戸

孝
ゼ
戸
生
き
る
た
め
の
学
習

*
「
子
ど
も
の
う
ち
に
正
し
く
教
わ
っ
た
歴
塁

の
認
識
を

「
せ
め
て
崩
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
人
聞
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

*
同
和
地
区
の
か
た
が
た
の
中
で
「
昔
の
単
な

る
差
別
で
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
関
係
な
い
と
胸

を
張
っ
て
生
き
て
い
る
り
っ
ぱ
な
人
を
た
く
さ

。

レ止小ーハ

ブ
エ
弐
B
7

よ
小
地
域
の
8
市
町
村
で
構
成
さ
れ

て
い
る
上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

『
ミ
ニ
信
州
博
』

を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
昨
年
行
わ
れ
た
信
州
博

覧
会
の
余
剰
金
を
活
用
し
た
事
業
で
、

地
域
文
化
の
振
興
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
た
も

の
で
す
。

秋
空
の
下
、
広
大
な
芝
生
広
場
で
一

日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

-

と

き

叩

月
1
日
(
日
)
午
前
叩
時

初
分
j

(
雨
天
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
)

・
と
こ
ろ
東
部
町
民
広
場
芝
生
広
場

-
入
場
料
一
人
5
0
0
円

(
中
学
生

以
下
無
料
)
※
入
場
料
に
は
「
芹
洋
子

と
歌
お
う
」
の
料
金
も
含
み
ま
す

園
内
容
芹
洋
子
と
歌
お
う
、
世
界
民

俗
衣
装
シ
ョ

l
、
郷
土
芸
能
発
表
会
、

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
等
盛
り
だ
く
さ
ん

民デラウンド

聖プール

芹洋子さんと歌おう
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ん
知

っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
と
、
同
和
対
策

に
対
し

「
逆
差
別
を
感
じ
る」

と
い
う
疑
問
を

投
げ
か
け
た
意
見
も
あ
っ
た
。

*
部
落
問
題
と
限
定
し
な
い
で
「
今
日
の
人
権

の
課
題
」
を
広
く
と
り
あ
げ
て
ほ
し
い。

「
だ

れ
も
が
自
由
に
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
学
習
」

を
す
す
め
た
い
。

自
由
拡
雰
囲
気
で
頭
と
心
と
停
の

同
時
進
行
戸
が
る
学
習

*
同
和
研
修
会
は
「
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て

も
責
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
」
「
堅
苦
し
い
雰
囲

気
に
な
ら
な
い
よ
う
な
場
の
工
夫
を
」

*
「
頭
と
心
と
か
ら
だ
が
同
時
進
行
の
同
和
教

育
が
必
要
」
な
ど
「
形
だ
け
の
教
育
で
は
意
味

| 都市緑化月間 m月 1日=:u日)記念講演

「上田市のまちづくりと
自然との共生」

が
な
い
」
「
同
和
教
育
は
形
式
的
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
批
判
も
出
さ
れ
て
い
る。

*

「
し
っ
か
り
と
し
た
同
和
教
育
を
や
っ
て
い

れ
ば
:・
差
別
は
自
然
に
消
滅
し
て
い
く
」
ま
た

「
差
別
問
題
は
常
に
学
習
の
努
力
が
必
要
・・・
学

習
し
て
い
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き
に
正
し
い
判

断
が
で
き
る
」
と
必
要
論
が
あ
る
一
方
で

「
同

和
地
区
の
か
た
が
た
を
差
別
す
る
心
は
な
い
・

•• 

問
題
に
直
面
し
た
こ
と
も
な
い
:・
で
す
か
ら
い

ま
さ
ら
勉
強
会
な
ど
・:」
と
い
う
不
要
論
も
。

-R 

こ
の
項
の
ま
と
め
と
し
て
小
学
校
の

P
T
A

同
和
教
育
委
員
を
経
験
し
た
一
主
婦
の
意
見
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「『
部
落
』
の
起
こ
り
と
時
代
の
流
れ
を
学

習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
理

=
一
同
盟
宮
脇

提

蓬の
-

h
い
圃
リ
チ
ャ

l
ド

・
ポ
ッ
ト
さ
ん

M
山

監

(ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
l
パ
!
大
学
副
学
長
)

て

E

-えまぶ例実のリノイH
P
 

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・:
。
現
代
の
民
主
主

義
と
人
権
の
意
識
の
高
ま
り
は
、
時
の
政
治
家

で
も
つ
ぶ
せ
な
い
く
ら
い
に
我
々
の
中
に
育
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
。
よ
り
多
く
の
機
会
に
、

ど
う
し
た
ら
共
に
進
め
る
か
を
多
く
の
形
で
閉

う
こ
と
が
一
つ
の
意
識
変
革
に
つ
な
が
る
:
・
。」

-R 

今
後
の
啓
発
活
動
の
た
め
の
、
示
唆
に
と
ん

だ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
思
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
提
言
を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
検
討

し
、
話
し
合
い
、
研
修
会
を
ど
う
組
み
立
て
て

い
く
か
、

と
も
ど
も
考
え
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い。

問
い
合
わ
せ

・
ご
意
見
は
・
:

人
権
同
和
対
策
課

(内
線
1
3
7
2
)

L 
n~ . ， 

，¥1"プ
自然との共生を大切にした学術研究都市を目指す上

田市をど うト ータJレデザインするのか"

リチ ヤー ド・ポッ ト教授は、ドイツはもとより、現

在 ヨーロッバでもっとも活躍している植生私生態弘

景観地理学、自然環境保全・管理、都市計画の若手第

一人者です。

とくに都市近郊 ・田園景観の保全、創造、維持のあ

りかたについて、 具体的にドイツ西北部の豊富な実例、

スライドをまじえて、率直に提案いただけると思いま

す。多数の皆様のご来場をお待ちしております。

昭
さ
ん

(横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
)

置とき 9月27日 (水)午後 1時30分から

.ところ 上田市文化センターホール (材木町)

.入場料無料

.問い合わせ公題緑地諜 (内線 1582) 

図内案場会
• 

.
 主
催
長
野
県
、
長
野
県
教
育
委
員

会
、
制
長
野
県
文
化
振
興
事
業
団
、
上

田
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
各
市
町

村.
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口
上
小
地
域
各

市
町
村
、
上
田
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局

〈上
田
創
造
館
内
)

-
問
い
合
わ
せ
よ
田
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
事
務
局
(
包
@
2
1
3
0
)

.リチヤード・ポットさんプロフィール

Prof. Dr.Richard Pot t 0 1951年7月8日、ド

イツ ・ウエストファーレン州ブロヒトベック生ま

れ。 44載。 ミュンスタ ー大学で縞物学、動物学、

地理学、化学、哲学、教育学を修める。ハノ ーパ一

大学副学長。チョクセン学術財団会長。国際植物

社会学会副会長。国際植物学会評議員。 1975年 ~

95年まで90編の著書、論文を出版。

みやわきあきらふ 1928年岡山県生まれ。横浜国

立大学名誉教授。国際生態学センター研究所長。

長野県参与、理学博士、名誉理学博士、名誉哲学

博士、名誉農学博士。毎日出版文化賞、紫綬褒章、

チョクセン賞等多数受賞。

.宮脇昭さんプロフィール

9. 16 広報うえだ7.(3 J 
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情報

子
育
て
の
講
演
会
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い

保育園(公・私立)入国受付

平成8年度の入国受付の詳細については、

10月 1日付け「広報うえだ」に掲載します。

マ問い合わせ保育課(内線1633)

••• 
保
育
課
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。子

育
て
っ
て
楽
し
い
も
の
!
も
っ

と
気
楽
に
子
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師
自
ら
の
実
践
を
ふ
ま
え
、
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
質
問
の

時
間
も
あ
り
ま
す
。
ご
都
合
を
つ
け

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

叩
月
日
日
掛
午
前
9
時

加
分

i
u時
マ

と
こ
ろ

南
部
保

育
園
リ
ズ
ム
室
マ
対
象

乳
幼
児

を
も
っ
母
親
マ
演
題

「
子
育
て

を
楽
し
く
夫
婦
で
」
マ
講
師

稲

垣
勇
一
さ
ん
(
保
育
課
指
導
主
事
)

マ
定
員

m

j
叩

人

マ

陶
申
し
込

み

南
部
保
育
闘
相
談
室
(
包
⑫
3

0
9
6
)
へ
9
月
お
日
附
ま
で
に
ど

う

ぞ

。

マ

そ
の
他

当
日
、
別
人

程
度
の
保
育
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。

ま
た、

駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

「
不
動
産
」
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催

••• 
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
で
は

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
土
地
に
関

し
て
疑
問
や
お
困
り
の
か
た
な
ど
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

叩
月
2
日
側
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ

と
こ
ろ

上
田
商

工
会
議
所
第
一
会
議
室
マ
内
容

地
価
評
価
等
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の

他
、
不
動
産
に
関
す
る
全
般
の
こ
と

に
つ
い
て
、
不
動
産
鑑
定
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

「
国
立
東
信
病
院
」
で

家
庭
介
護
教
室
開
催

楽しい子育ての講演です ••• 
国
立
東
信
病
院
で
は
、
寝
た
き
り

の
人
や
体
の
不
自
由
な
人
を
家
庭
で

だ
れ
で
も
介
護
で
き
る
よ
う
、
や
さ

し
い
介
護
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

第
3
回
目
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

9
月
幻
自
附
午
後
2
時

1
3時
初

分

マ

内
容

「
シ
ャ
ン

プ
ー
と
お
口
の
中
の
手
入
れ
」
マ

参
加
費

無

料

マ

持
ち
物

筆
記

用

具

マ

そ
の
他

ス
カ
ー
ト
を
避

け
、
身
軽
な
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ

い

マ

問
い
合
わ
せ

国
立
東
信
病

院

(

宮

@
1
8
9
0
内
線
2
0
3
)

上
田
市
民
歌
謡
大
会

お
お
ぜ
い
の
参
加
を

••• 
第
7
回
上
田
市
民
歌
謡
大
会
実
行

委
員
会
の
主
催
で
す
。

マ
と
き

叩
月
日
日
間
午
前
9
時

初

分

マ

と
こ
ろ

文

化

会

館

マ

出
場
申
込
期
間

9
月
却
日
幽
・
初

日
出
午
前
9
時

i
午
後
4
時

マ

申

込

場

所

中
央
公
民
館

・
正
面
ロ
ビ
l

マ
募
集
人
員

成
人
1
0
0人

マ
参
加
費

1
人

1
0
0
0
円

マ

そ
の
他

出
場
者
は
、
当
日
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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我
が
家
の
自
慢
お
に

ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
ヘ

••• 
お
に
ぎ
り
は
、
子
ど
も
や
若
者
た

ち
に
人
気
の
あ
る
食
べ
物
で
、
大
人

に
と
っ
て
も
郷
愁
を
そ
そ
る
母
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
食
べ
物
で
す
。

そ
こ
で
、
米
消
費
拡
大
を
目
的
に
、

我
が
家
の
自
慢
の
お
に
ぎ
り
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き

叩
月
れ
自
由
午
前
叩
時

ま
で
に
搬
入

・
審
査
・
展
示
マ
と

こ
ろ

「ウ

エ
ダ

・
ピ
ア
羽
」
の
米

消
費
拡
大
コ

ー
ナ
ー

(
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
)

マ

出
品
方
法

出
品

希
望
者
は
、

9
月
鈎
日
働
ま
で
に
料

理
名
、
材
料
お
よ
び
分
量
、
作
り
方
、

特
に
工
夫
し
た
点
と
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
農
林
課
へ
。

マ
そ
の
他

優
秀
作
品
の
叩
点
は

「ウ
エ
ダ

・
ピ
ア
前
」
(
叩
月
幻
目
的
-

m日
間
)
の
米
消
費
拡
大
コ

ー
ナ
ー

に
展
示
さ
れ
ま
す
。
マ
問
い
合
わ

せ

農
林
課
(
内
線
1
4
5
3
)



a・h
‘ .. 

「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」

標
語
・
写
真
を
募
集

便利で確実な口座振替のご利用を

タFL~ 納期限10月 2 日(月)
納税¥ ・国民健康保険税 3期

••• 
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
の
一
環
と

し
て
、
次
に
よ
り
標
語
・
写
真
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

-
ま
ち
づ
く
り
標
語
募
集

マ
主
題
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
わ

が
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
合

い
言
葉

-
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

マ
主
題
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
人
び
と
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
に

よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま
ち
の
表

情
、
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
人
び
と
の

生
活
・
活
動
マ
応
募
方
法
応
募
要

領
(
都
市
計
画
課
に
あ
り
)
を
参
考
に
、

標
語
は
ロ
月
担
日
ま
で
に
、
写
真
は

平
成

8
年

1
月
出
日
ま
で
に
ど
う
ぞ

.
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
(
内

線
1
5
2
5
)

相談名 日 時 会場など

10月13日樹

法 律 相 談 13:30......15:30 
市役(予約制) 10月27日掛 生活環境課

13:30......15:30 所 (本庁舎 1階)
10月12日制 岱

土地建物相談 @ 
13: 00......16: 00 4 

人権・悩みごと相談
10月 5日制 人権同和対策課

13:00......16:00 。(南庁舎 1階)
10月 2日(月)

。
農業委員会

農地問題相談
8:30......17:00 (本庁舎 2階)

行 政 相 談
10月 9日倒)

上回西武10:00......15:0。
心配ごと相談

毎週火曜日
10:00......15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00......16 : 00 

法 律 相 談 10月21白出 社会福祉協議会

(予約制) 10:00......正午 (宮@8080)

児 童 相 談
毎週月・土曜日
13 : 30......15 : 30 

結 婚 相 談
毎週水曜日

10 : 00......15 : 00 
法 律 相 談 10月18日(別

(予約制) 13: 30......15:00 上田商工会議所

保 険年金相談
毎週月~金曜日 (ft@4 5 0 0) 
9:00......16:0。

市 民 相 談
毎週月~金曜日 生活環境課
9:00......16:00 市 (本庁舎 1階)

児 童 相 談
毎週月~金曜日 f生

福祉課
9:00......16:00 (宮@2000)

母 子 相 談
毎週月~金曜日 所
9:00......16:00 たくさんご応募ください

m
/
1は
国
勢
調
査

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

••• 
叩
月
1
日
間
、
全
国

一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福
祉

・
雇

用

・
住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都
道
府

県
・
市
区
町
村
の
行
政
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
か
た
で
す
。

9
月
幻
日
出
か
ら
、
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
、
調
査
票
の
記
入
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
人
を
、
も
れ
な
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

印
月
7
目
的
ま
で
に
、
調
査
員
が
受

け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

2
2
8
)
 

よ
ろ
し
く

企
画
課
(
内
線
1

労
働
保
険
加
入
手
続

急
い
で
手
続
き
を
/

••• 
ま
だ
、
労
働
保
険
に
加
入
手
続
を

し
て
い
な
い
事
業
所
の
か
た
は
、
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
を
1
人
で

も
躍
っ
て
い
れ
ば
加
入
手
続
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
国
の
制
度
で
す
。

雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
と
、
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
生
活
の
安

定
と
再
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め
の

給
付

・
援
助
が
行
わ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
に
加
入
し
ま
す
と
、
従

業
員
が
業
務
上
や
通
勤
途
中
で
被
っ

た
災
害
に
対
し
て
必
要
な
給
付
を
行

い
ま
す
。
ま
た
事
業
主
の
か
た
に
は
、

雇
用
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
助

成

・
援
助
が
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

ハ
ロ

l
ワ
1
ク
上
田
(
上
回
公
共
職

業
安
定
所
)
ま
た
は
上
回
労
働
基
準

監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
業
主
が
行
う
事
務
処
理

を
代
行
す
る
労
働
保
険
事
務
組
合
や
、

社
会
保
険
労
務
士
に
事
務
処
理
を
委

託
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
上

回
(
上
回
公
共
職
業
安
定
所
・

8
@

8
6
0
9
)
、
上
回
労
働
基
準
監
督

署

(
包
⑫
0
3
3
8
)

16 広報うえだ7.9，(5 J 



-情報テーブル・

••• 
「
百
薬
の
長
」
と
呼
ば
れ
る
お
酒

も
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
は
「
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
」
に
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、

隠
れ
て
飲
ん
だ
り
、
仕
事
に
行
か
れ

な
く
な
っ
た
り
、
や
が
て
は
朝
か
ら

晩
ま
で
何
も
食
べ
な
い
で
飲
み
続
け
、

暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
家
族
か
ら
見

放
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
思
い
当
る
か
た
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
度
医
師
の
診
察
を
受
け
る

こ
と
と
、
断
酒
を
続
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の

か
た
が
集
ま
り
、
飲
酒
体
験
を
語
り
、

毎
日
断
酒
を
続
け
て
い
る
仲
間
を
紹

介
し
ま
す
。
お
酒
を
や
め
ら
れ
な
い

・
・
・

か
た
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
諜

(内

線
1
6
2
5
)

や
め
ら
れ
な
い
お
酒

断
酒
を
す
る
仲
間
ヘ

-..  言問医覇軍謂冨商事圃圃

館内の諸施設機器点検・整備のため、 10月2日

(月)・ 3日制の 2日間、臨時休館とします。

マ問い合わせ上 回創造館(n@1111)

.お酒を止められない人の会

団体名 会場・時間 草書加者

上国市勤労者福alセンター 本人
断酒会 毎週木媛臼

午後7時~9時 家族

上国市福祉会館

AA  毎週第1土鑓日 ・毎週水曜日 本人
午後7時~9時

上田市徳祉会館
アラノン 毎週月曜日 家族

午後7跨~9時

「
し
尿
」
の
く
み
取
り

料
金
が
変
わ
り
ま
す

--
-

m月
1
白川
聞
か
ら
、
し
尿
の
く
み

取
り
料
金
が
、
日

2
1
5
4
円
(
消

費
税
別
)
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
こ
と
な
ど
、
上
田
市
し
尿
汲

取
料
金
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け

て
改
定
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
ホ

l
ス
延
長
に
伴
う
付
加

料
金
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(内

線

1
3
8
7
)

新
幹
線
両
側
五
百

m

屋
外
広
告
が
禁
止
に

9
月

1
日
付
け
で
、
長
野
県
屋
外

広
告
物
条
例
が
改
正
施
行
さ
れ
、
北

陸
新
幹
線
の
両
側

5
0
0
メ
ー
ト
ル

以
内
の
地
域
に
は
、
広
告
物
が
設
置

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
そ
の

外
側
そ
れ
ぞ
れ

5
0
0
メ
ー
ト
ル
以

内
の
地
域
に
設
置
す
る
場
合
は
、
県

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
新
た
に

広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
注
意
し

吉
子
し
ょ
・
っ
。

ま
た
、
現
在
、
設
置
さ
れ
て
い
る

広
告
物
に
つ
い
て
は
、
平
成
7
年

9

月

1
日
か
ら
平
成
叩
年
8
月
剖
日
ま

で
の
聞
に
、
禁
止
地
域
で
は
撤
去
が

必
要
と
な
り
、
許
可
地
域
で
は
同
じ

く

3
年
間
に
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

(内

線
1
5
8
6〉

美しく 魅力あふれる崇観に/

平
成

8
年
県
民
手
帳

予
約
受
付
中
で
す
/

••• 
毎
年
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご

愛
用
を
い
た
だ
い

て
い
る

「
県
民
手

帳
・
平
成

8
年
版
」
の
予
約
受
付
を

始
め
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

マ
装
蛸

ビ
ニ

ー
ル
製
表
紙

(u・

8
侃
×
7

・8
側
、

2
8
0
ペ
ー
ジ
)

マ
頒
価

3
8
0
円

マ

申

し
込

み

9
月
却
日
働
ま
で
に
企
画
課
情

報
統
計
係
内
線
1
2
2
8
)
へ
ど
う

ぞ

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
温
か
い
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
藤
本
千
栄
会
孝
儀
会
機

3
5

4
9
0
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ
小
井
土
問
ニ
様

(下
川
原
柳
町
)

童
話
金
集
ほ
か
金
釘
冊

北
小

学
校
へ

マ
長
野
大
学
災
害
支
援
司
ホ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
一
同
様
、
長
野
大
学
卒
業

生
・
塚
原
成
事
軍
機

テ
レ
ビ
(
必

イ
ン
チ
)

1
台

愛

殿

小
学
校
ヘ

マ
小
井
土
昭
二
橡

(下
川
原
柳
町
)

書
籍
金
集
刊
巻
北
小
学
校
ヘ

マ
痘
名

(緑
が
丘
酉
)

5

万
円

高
齢
者
一
福
祉
の
た
め
に

マ
上
田
市
消
費
者
の
会
機

(植

木
)
シ
ナ
の
木
1
本
、
メ
ス
グ
リ

の
木
l
本
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
に

よ
る
売
却
代
金
の
積
み
立
て
「
上

田
市
に
緑
を
育
て
る
基
金
」
か
ら

マ
村
よ
裏
道
様

(三
好
町
)

植

木
(
黒
松
1
本
、
赤
松
1
本
、
コ

ノ
テ
カ
シ
ワ

1
本
)

マ
杉
浦
諮
問
之
様

(戸
倉
町
)

1

万
円
点
字
図
警
館
整
備
基
金
と

し
て

マ
小
林
け
さ
き
機

(山
石
清
水
)

回
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
小
林
ス
ミ
エ
橡

(秋
和
)

1

万
円

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

P
R

用
ポ
ス
タ
ー
の
購
入
費
用
に

マ
三
弁
ホ
l
ム
ハ
ウ
ジ
ン
グ
パ

l

[6 J 9. 16 広報うえだ7.



• 
| 秋の全国交通安全運動(9/21，...，..30) 

マ期間 9月21日附~同30日凶 (10日間) マ

スローガン 「交通安全“あなたが主役"J マ運
動の重点 ① 「高齢者の事故防止」 ②「交差点

の事故防止」 ③ 「シートベルト着用の徹底」

マ問い合わせ 交通対策課(内線1561)

「
中
小
企
業
者
研
修
」

受
講
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
マ
研
修
コ

l
ス
①
一
歩
踏
み
込

ん
だ
品
質
管
理

u
m月
四
日
開
i
同

初
日
働
②
経
営
者
能
力
開
発
セ
ミ

ナ
ー
j
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
決
断

力
と
戦
略
構
想
力

H
m月
斜
日

ω
j

同
お
日
附
③
管
理
者
の
実
践
的
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
開
発
i
戦
略
実

行
型
管
理
者
が
企
業
を
伸
ば
す
H
H

月
6
日
側

1
岡
山
日
樹
④
伸
び
る

企
業
の
人
づ
く
り

1
職
場
活
性
化
の

た
め
の
仕
組
み
と
計
画
づ
く
り
H
U

月
5
日

ω1同
8
日
掛

マ
申
し
込

み

「
〒
9
5
5

新
潟
県
三
条
市

上
野
原
5
7
0

中
小
企
業
大
学
校

三
条
校
研
修
課
」
〈
岱
0
2
5
6
@

0
7
7
0
)

マ
問
い
合
わ
せ
商

工
課
(
内
線
1
4
0
6
)

犬
の
貴
録
・
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

••• 
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
以

降
に
生
ま
れ
、
生
後
旧
日
以
上
の
登

録
・
予
防
注
射
義
務
の
生
じ
た
犬
が

対
象
で
す
。

マ
と
き

・
と
こ
ろ
日
月
1
日
日

午
前
9
時
i
m時
H
合
同
庁
舎
正
面

玄
関
前
、
叩
時
加
分
1
日
時
H
市
役

所
塩
田
支
所
マ
料
金
登
録
手
数

料
・
予
防
注
射
手
数
料
合
わ
せ
て

6

0
3
0
円
マ
問
い
合
わ
せ
生
活

環
境
諜
(
内
線
1
3
9
0
)

-
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
、
最
近

特
に
糞
の
後
始
末
や
鳴
き
声
に
つ
い

て
切
実
な
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
の
か
た
が
た
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
責
任
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

~ 

登録と狂犬病予防注射を

「
青
年
海
外
協
力
隊
」

秋
の
募
集
説
明
会
ヘ

••• 
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、

中
南
米
な
ど
の
国
造
り
に
協
力
す
る
、

青
年
の
海
外
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
募
集
説
明
会
で
は
、
協
力
隊
事
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9月は福祉月間

上田市の交通事故発生状況件数制{…)ゴ諜足付税収
9. 16 広報うえだ7.(7 J 



ゅうだい

西沢雄大くん
(1歳4か月・よ川原柳町)

「飼っている犬と、外

で遊ぶのが大好きですJ

と、母のl順子さん。

保健 診Dt
健康推進課(内線1626)

.10月の乳幼児健康診査

[>受付時間 いずれも午後 l 時~2 時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

(l歳6か月児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

は健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りしま

すので、ご記入のうえお持ちくださ L、。また、尿検査

の容器もお持ちくださ L、。

-保健センター(市役所南序舎2階)

健診 実施日 生年月日

4か月
10月12日 7. 5. 16""-' 5. 31 
10月19日 7. 6. 1""-' 6. 15 

10か月
10月5日 6. 11. 16~lL 30 
10月24日 6. 12. 1 ""-'12. 15 

l歳 6か月
10月11日 6. 3. 16""，: 3. 31 
10月18日 6. 4. 1 ~ 4: 15 

3歳
10月 6日 4. 9. 1 ~ 9. 15 
10月27日 4. 9. 16""-' 9. 30 

圃塩田母子健康センター(塩田地区)

4か月
10月25日

7. 5. 16~ 6. 15 
10か月 6. 11. 16~12. 15 
3歳 10月20日 4. 8. 1 ~ 9. 30 

冨川西社会福祉センター (川西地区)

4か月 7. 5. 16""'" 6. 15 
10か月 10月17日 6. 11. 16""-'12. 15 

1歳 6か月 6 . 3. 16，.....， 4. 15 

.ポリオ(小児まひ)予防接種[秋期]

小児まひ予防のポリオ生ワクチンの投与を行いますo

b対象者平成7年 1月 1日から 6月30日までに生ま

れたお子さんと、今までに 1回も受けていない、また

はl固だけ受けた 7歳半までのお子さん。[>投与方

法 6週間以上の間隔をおいて 2回飲みます。 [>受付

時間午後 l時30分から 2時20分までじ〉持ち物母

子健康手帳 [>注意事項 会場で体温を計り、予診票

に記入していただきます。治療中の病気や経過をみて

いることがある場合には、 主治医に前もって相談し診

断書または意見書を色らってください(当日の接種医

が参考にして決めますので接種できない場合もありま

す)。

圃予防接種Q&A

Q1ポリオだけ、なぜ飲むワクチンですか 7

A1ポリオのウイルスは腸の中に侵入して体の奥へ入

り込もうとするので、飲むことで直接腸の粘膜に届け

て抗体を高めるためです。下痢をしていると受けられ

蕊どということは、飲んだワクチンがそのまま流れ出

さないようにするためでもあります。

Q2ワクチンを飲んだ後、吐いて しまったら?

A2飲んだ後30分くらいたっていればだいじようぷで

す。30分くらいは飲み物を与えないようにしましょう。

Q3ポリオで副反応がでますか?

A3 100万人に l人くらいに、ごくまれなことですが、

飲んでから 4--35日後に発熱・かぜの症状がでた後に

上下肢などに fまひJがみられることがあります。

.ポリオ (小児まひ)予防接種 [秋期]日程表

メ:zs;;ミ 場 名 実l施m臼同 爽2施回日目 対象地区

上田市文化センター 10/11 12/13 東部、北部

川西社会福祉センタ ー (水) (水) 川西

城南公民館 10/12 12/14 城下

上野が丘公民館 休) (村 神科、豊殿

観 7¥: メ~ 官官 10/13 12/1 西部、南部、中央、塩尻

神川地区公民館 健i 樹 神川

J A中塩田支所 10/24 12/12 境問

川辺町会館 (対 ω 川辺、 泉凹

※対象地区の会場で受けられないかたは連絡してください。

.骨の健康クリニックを開催します

bとき 10月16日(月)午前9時~午後4時の指定する

時間 bところ 上田保健所[>対象 今までに骨密

度測定を行ったことのない20歳~59歳までのかた [> 

募集人数 25人(応募多数の場合は抽選) [>募集期間

9月18日(月}--22日幽 b応募方法 往復はがきに住

所 ・氏名・年齢(生年月日)・電話番号を明記して上田

保健所へ b問い合わせ 上田保健所予防諜(包⑫714

8・上田市材木町1・2・6)

広鞍うえだ7.9. 16 [8) 
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